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東京都 七生福祉 園 の運営 は、東 京都 社 会福祉 事 業 団 が、東 京都 か ら指 定管理者 と して の指 定 を受

けて 行 われ てお り、今 年度 は、第 6 期 指 定管理 期 間 (2021年 4 月 か ら 2026年 3 月 まで の 5 年 間) の

2 年 目の年 にあた ります。

児童 施設 で は、被 虐 待 等 の理 由で、児童相 談所 の措置 に よ り入 所 す る児童 が全体 の 7 割 以上 を 占

め、 また成 人施設 では、 6 5 歳 以 上 の利 用者 が全体 の 3 分 の 1 以上 、 障 害 支援 区分 が 5 また は 6 で

あ る利 用者 が全体 の 6 割 以上 を 占め るな ど、高齢 化 、重度 化 が進 んでい ます。

こ うした 状 況 を踏 ま え、利 用者 の皆様 一人ひ と りの人格 と個性 を尊 重 し、個別 の 状 況 に応 じ

た、 よ りきめ細 かい支援 を 行 ってい きます。 また 、適切 なサー ビスの 提 供 を支 え るた めの基盤 とな

る人材 の確保 • 育成 、権利 擁護 の取組 強化 、 リス クマネ ジ メ ン トの徹底 、暮 ら しや す い生活 環 境 の

整備 な どに重 点 的 に取 り組 んで まい ります。 薪型 コロナ の感 染 状 況 は祭 々 に帝 ち着 いて きてお

り、 日 常 を取 り戻 しつつ あ ります が、 引 き続 き警戒 を 怠 らず運 営 を続 けてまい ります。 今後 とも、

運 営体制 の充 実 強化 を図 りなが ら、職 員 一丸 とな って努 めて まい ります ので、皆様 の ご理解 ・ご
き ょ うりよく ね が も う あ えんちょう ひ らや ま の ぶ お

協 力 をお願 い 申 し上 げます。 【園 長 ・平 山信 夫 】

てんにゅうしょくいん あ いさ つ か ん り しよく

転 入 職 員 よ りご挨拶 ( 管 理 職 )

3月 31 日付 で 園 長 ( 宮 内 ) 、児 童 副 園 長 ( 田 中) が 転 出 し、後 任 の 園 長 、 副 園 長 が 着 任 しま した 。

園 長 平 山 信夫

4 月 に 園 長 に着 任 した平 山です。 3 月 まで北 療 育 医療 セ ンター の事務 長 を務 めていま した。 利用者 の皆 さんが安全 で

安心 して生活 を送 ることがで きるよ う取 り組 んでい きます ので、 よろ しくお願 いいた します。

この二年 間、コロナ禍 のた めに面会 • 外 出や活動等 、様 々な制限 をお願 い して きま したが、感染対策 と潤 いのある生活 を

両 立 させ なが ら、徐 々に従 前 の 形 に戻 してい きたい と思 っています。 引 き続 き ご理解 、 ご 協 力 をお願 いいた します 。

児童支援部 門 副園長 宮崎 洋一

この度 、人事異動 に よ り4 月 1 日付 で副 園長 ( 児童支援部 門) に着 任 いた しま した宮崎 です。 異動前 は成人支援部 門の

副 園長 を務 めていま した。部 門は変 わ りま したが、引 き続 き七生福祉 園の運営 に 携 われ るこ とを大変 うれ しく思 ってお り

ます。成長期 にある利用者 の皆 さまが安心 して生活 で きるよ う、職 員 とともに全 力 を尽 く して参 ります ので、ど うぞ よろ

しくお願 いいた します。

成人支援部 門 副 園長 高橋 謙一

4月 に着 任 しま した、高橋 と申 します。これ までは 30年 超 、児童養護施設や児童 自立支援施設 で子 どもた ちの 自立のため

の支援 にあたっていま した。

3〇年ぶ りの成人 の方へ の支援 とい うこ とで、 少 々 不安 もあ りま したが、利 用者 さんか ら家族 の 話 を して くれ た り、大切

に してい るものを見せ て くれ た り、何度 も覚 えて くれ るまで名前 を呼んで くれ た り、大切 なメ ッセー ジを手紙 に して くれ

た り、コ ミュニ ケー シ ョンを とって くれ ます。着 任 して 3力月です が、嬉 しい ことがた くさんあ りま した。み な さんが笑顔

でい られ るよ う応援 します。



し ょ く ち ゅ うど く よ ぼ う き ょ うか き か ん

「食 中 毒 予防強化期 間」
食 中 毒 は一 年 を通 して 発 生 す る危 険 が あ りま す が 、 七 生 福 祉 園 で は 、 気 温 が 高 く特 に注 意 が

必 要 な 6 月 か ら 9 月 ま で を、毎年 「食 中 毒 予 防 強 化 期 間 」 と定 め 、園 を あ げ て 食 中 毒 予 防 の た め

の 取 組 を 行 って い ます 。

今 年 も期 間 中 に 、利 用者 の皆 様 や 寮 職 員 へ の 手 洗 い 練 習 、調 理 施 設 や 食 堂 で の拭 き取 りに よ る

糸田菌 検 査 、 ポ ス ター 鴉 示 や 園 内放 送 を実施 します 。

これ か らも安 全 で お い しい食 事 をお 届 けす るた め 、園全 体 で の 取 組 を充 実 させ て い き ます の で 、

ご 陽 力 を よ ろ し くお 願 い い た します 。

熱 中 症 について

熱 中 症 とは 、高 温 多 湿 の環 境 下 で 、体 内 の水 分 や 塩 分 のバ ラ ンス が崩 れ 、体 温 調 飾 機 能 が う

ま く術 かず 、 後前 に黙 が た ま る こ とで 察 1處 します 。 驚 関篇 や 矢富 の舞 洋 、 注 き養 や 驚 獄 蔵 な

どの ・ 狭"や 、 蜜 窟 に な る と焉籠 廬警 、な どが急 こ ります 。

疑籠 が 嵩 い 、如 が 嵩 い な どの! W M W と、序 ども ( 15歳 以 下 ) ・65歳 以 上 の方 、肥 満 や 持 病

の あ る方 は 熱 中 症 リス クが あ る と言 われ て い ます 。薯 さに 床 が ま だ慣 れ て い な い こ ろ は よ り

蓬 善 があ 義 です 。 羞 亦 で陀 励 して い る ときだ けで な く、 罷 攫 軍 に芝 從! で範 爭窟 を暴童 す る こ

と もあ ります 。

し ょ う

あ っ あいだ

ゆ通 気 性 の 真い 、

な な お ふ く し えん ね っち ゅ うしょ うた い さ く

七 生 福 祉 園 の 熱 中 症 対 策 につ い て
だ っす い よ ぼ う す い ぶ ん ほ き ゅ う

ゆ脱 水 予 防 の た め 、 こま め に水 分 を補 給 して い ます 。 ま た 暑 さに 体 が慣 れ るま で の 間 ポ カ リ

スエ ッ トの配 布 を して い ます 。

ゆ 寮 に 熱 中 症 救 急 バ ック を設 置 し、 予 防 と早 め の対 処 が で き る よ うに して い ます 。

O Wの 字初 に は 「茉 券 漏 紹 」 と 「薯 さを癌 け る こ と」 が 矢 前 です 。

建暑 い 日は で き るだ け 外 出 は避 け ま し ょ う。 外 出 の 際 は 日傘 か帽 子 を使 用 しま し ょ う。

ゆの どの渇 き を咸 じな くて も、 こま め に水 分 浦 給 を しま し よ つ。

W  • 演 紛 の赫 直を箸 甫 しま し ょ う。

建室 内 で もエ ア コ ンや 扇 風 機 で 温 度 を 調 節 しま し ょ う。

は

塩 分

瞬 間

等 で

バ ッ グ の 中身

水 分 の 他 に 、

補 給 の 飴 や

冷 却 パ ッ ク

す 。

寮 ( 日中 の様子)

ゴールデ ンウィー クが終 わ りも近づ く中、パ ンプデ ィン

グ性 りに桃 戦 しま した。 3 つ の グル ープ に分 かれ 卵 を

割 った り、パ ンを切 った り、器 にバター を塗 るな ど楽 し

そ うに作 っていま した。任上 げにチ ョコや ジャムな どを

トッピング し、美味 しいパ ンプテ ィ ングを味 わい ま し

当BBのBBだよりは知的障害のある方への合理的配慮からル ビをつけて提供 してお ります。ルビ無 しをご希望の方は当BB職員まで

お申し出ください。


